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総事業費　１億81千円

（財源内訳）

国県補助金 28,550千円

基　　　金 12,711千円

合併特例債 45,100千円

一 般 財 源 13,720千円

図書室（写真右）遊戯室（写真左上）児童クラブ室（写真左下）

3 広報あづみの　2011.5.25

市政トピックス

　

嘱
委
に
人

館
開
が
館
童
児
金
堀
■

　

改
し
用
利
を
舎
園
園
育
保
金
堀
旧

児
金
堀
た
い
て
れ
ら
め
進
が
事
工
修

4
月

14

れ
わ
行
で
地
現
が
典
式
館
開
に
日

　

館
童
児
で
ま
れ
こ
は
に
域
地
金
堀

し
ま
い
て
し
用
使
を
室
議
会
の
館
民

を
言
提
の
」
会
討
検
設
建
館
童
児
金

で
の
も
た
き
て
し
備
整
で
ん
込
り
盛

　　

震
耐
「
は
長
市
澤
宮
で
典
式
館
開

　

4
月
22

21

し
ま
れ
さ
渡
手
が
書
嘱
委
ら
か
長
市

あ
と
」
す
ま
し
い
願
お
を
躍
活
て
し

　

選
が
）
郷
三
（
ん
さ
子
幸
旗
降
は
に

た
い
て
せ
さ
を
い
伝
手
お
の
及
普
で

て
し
話
を
負
抱
と
」
す
で
い
た
き
だ

】
科
豊
【

】
高
穂
【

】
郷
三
【

新

】
金
堀
【

子
氾
倉
米

】
科
明
【

　

）
略
称
敬
（

よ
つ
育
と
び
伸
び
伸
が
ち
た
も
ど
子

童
児
た
し
に
切
大
を
な
ず
き
の
域
地

」
す
ま
い
て
し
待
期
う
よ
る
な
と
館

新しく生まれ変わった堀金児童館
委嘱された男女共同参画コミュニケーターの皆さん

●開館時間　（平日）午前 9時 30 分～午後 6時
　　　　　　（小学校休業日）午前 8時 30 分～午後 6時
●休 館 日　日曜日、祝日、8月 13 日～ 16 日
　　　　　　12 月 29 日～ 1月 3日
●利用できる人　18 歳未満の児童および乳幼児の保護者
　　　　　　　　※未就学児は付き添いが必要

堀金児童館471・2122 671・2126

第4期地域審議会が発足
　第 4期地域審議会委員の委嘱書交付式が
4月 28 日、県安曇野庁舎で開かれました。
地域審議会は、合併後の各地域の意向を市
政に反映させるために設置されたもので、
委員は、自治会代表者、公募委員などで構
成され、任期は 2年となります。

各地域審議会の委員
◎会長　○副会長　（敬称略）

【豊科地域】

清水邦昭、丸山眞登、内田恵子、細萱富子、
丸山庄一、◎山本紘子、小口節、髙橋邦夫、
横川英子、吉原貞夫、○松井弘二、小野照武、
矢澤毅彦、百瀬陽子、丸山貴子

【穂高地域】

那須誠、市川直哉、吉田賢司、浅川隆、勝
野周司、飯沼正明、野口征洋、◎清澤仁一、
○近野京子、有賀佳子、原田匡代、柴田洋二、
藤原正三、丸山多加志、赤沼章子

【三郷地域】 

那須野卯久、平林久典、伊藤一登、中嶋千
惠、稲葉かほる、○髙山万里子、中西今朝光、
◎松岡光正、小松惠美子、神谷保明、宮下
光義、松村淨、松田久雄、中嶋くに子、降
旗富雄

【堀金地域】

矢澤昇、一志茂夫、宮澤靖直、板花正廣、
高橋清美、青嶋愛子、廣田万寿美、◎黒岩
英則、北林澄子、等々力たか江、丸山優喜雄、
林公也、矢淵美好、○美濃輪喜和子、伊藤
正住

【明科地域】

内川勝治、丸田健三、山口登、堀内千三郎、
望月恭子、岡山きみ子、丸山良子、伊藤文男、
◎宮川智江古、平林義明、仲田好明、小林
敏郎、小林憲、○矢花正一、柴義雄



42011.5.25　広報あづみの

市政トピックス

　

設
本
基
の
設
建
舎
庁
本
新
は
で
市

査
審
者
計
設
本
基
設
建
舎
庁
本
新
市

4
月
19

会
員
委
回
１
第
び
よ
お
嘱
委
の
員
委

し
催
開
で
館
会
化
文
育
教
曇
安
南
を

　

8

12

し
定
策
に
月

本
基
設
建
等
舎
庁
本
市
野
曇
安
「
た

　

に
募
公
は
法
方
定
選
の
者
業
託
受4

月
20

2

て
経
を
査
審
の
回

6
月
30

決
に
日

　

学
大
田
稲
早
た
し
任
就
に
長
員
委

の
古
谷
誠
章

て
し
を
考
選
う
よ
る
な
と
事
仕
る
て

　

　

併
合

5

て
し
と
業
事
念
記
の
年
周

さ
夫
信
藤
齋
た
し
賞
受
を
賞
秀
優
最

（
ん

66
歳　

が
）
市
館
函
道
海
北

4

月
15県

玉

記
聞
新
元
は
ん
さ
藤
齋
の
身
出

51

ら
か
年

3

ま
い
て
し
務
勤
に
局
支
本
松
の
紙
国

　

さ
ず
あ
「
た
し
賞
受
を
賞
秀
優
最

1

だ
ん
込
り
折
を
つ
さ
き
い
た
け
付
名

さ
価
評
が
度
気
本
る
す
愛
を
野
曇
安

ら
晴
素
が
ト
ス
ラ
ト
ン
コ
の
部
野
平

い
た
れ
訪
を
野
曇
安
に
緒
一
と
娘
か

　

榊

（
ん
さ
子
さ
ま

53
歳　

大
都
京
東

」
ち
育
野
曇
安
「
賞
秀
優
▽
）
区
田林

沙
耶

（
ん
さ

18
歳　

豊
市
野
曇
安

ぼ
け
あ
は
春
「
賞
励
奨
▽
）
沢
田
科

」
の

埜
辺
綾
香

（
ん
さ

13
歳　

阪
大

府
交
野

）
市

　　

６
７
９
１

こ
の
れ
暮
）
年
一
十
五
和
昭
（
年

　

た
い
て
め
温
に
心
を
前
名
う
い
と
」
さ
ず
あ
「

　

育
に
町
の
舎
田
る
あ
に
中
ん
真
ど
の
野
平
東
関

 

　　　　

笑
微
に
か
静
で
隅
の
ち
こ
ち
あ
の
畑
や
ぼ
ん
田

し
珍
は
に
妻
の
れ
生
道
海
北
も
神
祖
道
る
い
で
ん

」
よ
る
れ
わ
笑
に
神
祖

　

心
の
虚
謙
に
い
互
お
「
が
人
二
い
若
な
い
嫌
が
の

　

さ
ず
あ
「
う

2

き
聞
と
」
よ
だ
う
そ
「
で
の
る
れ
疲
も
て
い
て
し

　

 

　

2

置
設
を
会
員
委
査
審
者
計
設
本
基
設
建
舎
庁
本
新
■

あいさつをする古谷委員長（写真中央）

受賞の喜びを語る齋藤信夫さん

号
１
さ
ず
あ

市
館
函
道
海
北

夫
信
藤
齋

 

歳

が
さ
よ
地
心
の」
と
こ
る
い
に
こ
そ
「



注目情報
１

7 広報あづみの　2011.5.25

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
防
災
に

対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
2
種
類
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災

害
予
測
地
図
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

地
震
編
で
は
市
内
が
最
も
被
害
を
受

け
る
と
予
想
さ
れ
る
「
糸
魚
川
―
静
岡

構
造
線
断
層
帯
」
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

8
・
0
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
つ

い
て
、「
揺
れ
や
す
さ
」
や
「
液
状
化
」、

「
建
物
被
害
率
」
な
ど
の
情
報
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

洪
水
・
土
砂
災
害
編
で
は
、
市
内
の

河
川
が
氾
濫
（
は
ん
ら
ん
）
し
た
場
合

の
浸
水
想
定
区
域
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
作
成
に
あ
た
り
調
査
で
追
加

さ
れ
た
被
害
想
定
箇
所
、「
安
曇
野
市

地
域
防
災
計
画
」
の
見
直
し
で
一
部
変

更
と
な
っ
た
避
難
施
設
・
場
所
を
新
た

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
の
状
況
、
避
難
場

所
の
確
認
な
ど
し
て
い
た
だ
き
、
建
物

の
耐
震
化
や
家
具
の
転
倒
防
止
対
策
、

避
難
順
路
の
確
認
な
ど
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

な
お
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
本
号

と
あ
わ
せ
て
各
ご
家
庭
へ
配
布
し
た
ほ

か
、
各
総
合
支
所
の
窓
口
で
も
お
配
り

し
て
い
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
使
い
方
は
？

災
害
時
に
冷
静
か
つ
迅
速
に
避
難
で

き
る
よ
う
、
身
近
な
危
険
箇
所
や
避
難

場
所
を
事
前
に
確
認
す
る
た
め
の
資
料

と
し
て
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
指
定
の
な
い
区
域
は
安
全
と
い
う

　
　

こ
と
で
す
か
？

　

必
ず
こ
の
範
囲
内
で
被
害
が
起
こ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
想
定
範
囲
は
あ
く

ま
で
目
安
で
す
。
そ
の
時
の
気
象
状
況

等
に
よ
っ
て
、
被
害
想
定
を
超
え
て
災

害
と
な
る
場
合
や
、
想
定
区
域
外
で
被

害
を
受
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
　

指
定
さ
れ
た
避
難
施
設
や
、
場
所

Ｑ
以
外
に
避
難
し
て
は
い
け
な
い
で

　
　

す
か
？

必
ず
そ
の
場
所
へ
避
難
す
る
こ
と
を

強
制
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
ら
か
じ
め
場
所
を
決
め
て
お
く

こ
と
で
、
避
難
者
の
安
否
確
認
や
物
資

の
輸
送
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。

　
　

浸
水
想
定
区
域
や
被
害
想
定
箇
所

Ｑ
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
る
の
で
す
か
？

過
去
の
災
害
や
、
地
形
、
土
地
利
用

の
状
況
な
ど
の
基
礎
調
査
を
も
と
に
国

や
県
が
定
め
て
い
ま
す
。
土
砂
災
害
の

区
域
に
つ
い
て
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ
援
の
マ
ー
ク
は
何
で
す
か
？

災
害
時
要
援
護
者
施
設
の
表
示
で

す
。
高
齢
者
や
乳
児
な
ど
が
利
用
す
る

施
設
は
、
一
般
の
住
民
よ
り
避
難
に
多

く
の
時
間
が
掛
か
り
ま
す
。
水
防
法
に

お
い
て
区
域
内
の
施
設
を
周
知
す
る
よ

う
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
マ

ッ
プ
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
緊
急
輸
送
道
路
と
は
何
で
す
か
？

災
害
時
に
効
率
的
な
緊
急
輸
送
を
行

う
た
め
、「
通
行
を
確
保
す
べ
き
道
路
」

と
し
て
県
や
市
が
指
定
し
て
い
る
路
線

で
す
。

問
堀
金
総
合
支
所
内
危
機
管
理
室

　
（
72･

６
７
６
９ 

72･

６
７
３
９
）

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
２
種

◎
地
震
・
風
水
害
が
起
き
た
と
き
我
が
家
は
ど
う
な
る
？
。

J-ALERT 運用開始。
◎有事・地震・火山噴火情報をいち早く。

市では平成 23 年 6 月 1 日から全国瞬時警報システム（J-ALERT）による緊急放送を開始します。
これは、国（総務省消防庁）から配信される国民保護関連情報（弾道ミサイル、テロ攻撃など）や緊急地

震速報を、人工衛星を介して受信し、市の防災行政無線から一斉に放送するものです。
これにより、市民の皆さまへ国からの緊急情報を直接かつ瞬時にお伝えすることができるようになります。

これらの情報が放送された場合は、テレビ・ラジオをつけて情報に注意し、避難先などを確認し落ち着いて
行動してください。
問堀金総合支所内危機管理室（472･6769 672･6739）

全国瞬時警報システム（J-ALERT）概念図

全国瞬時警報システム（J-ALERT）より放送される内容

注目情報
2

対象となる情報 サイレン音 放送内容

有事関係情報
※安曇野市に影響が及ぶ場合

有事サイレン
（14 秒吹鳴）

ミサイル発射情報。当地域に着弾する可能性があります。
屋内に避難し、テレビ・ラジオをつけてください。

有事サイレン
（14 秒吹鳴）

航空攻撃情報。当地域に航空攻撃の可能性があります。
屋内に避難し、テレビ・ラジオをつけてください。

有事サイレン
（14 秒吹鳴）

ゲリラ情報。当地域にゲリラ攻撃の可能性があります。
屋内に避難し、テレビ・ラジオをつけてください。

有事サイレン
（14 秒吹鳴）

大規模テロ情報。当地域にテロの危険があります。屋内
に避難し、テレビ・ラジオをつけてください。

地震関係情報
※県中部に関する震度 5 弱
　以上の地震

チャイム 緊急地震速報。大地震（おおじしん）です。大地震です。

火山噴火関係情報
※焼岳に関する場合

上りチャイム ただいま、噴火警戒レベル５が発表されました。テレビ・
ラジオの情報に注意し、避難してください。

上りチャイム ただいま、噴火警戒レベル４避難準備が発表されました。テ
レビ・ラジオの情報に注意し、避難の準備をしてください。

※これらの情報は緊急情報であるため、24 時間いつでも放送されます。
※放送時には、最大音量で放送されます。戸別受信機については、音量調節つまみを押すことで元の音量に戻ります。
※万一、誤報が放送された場合は訂正放送が放送されます。
※緊急地震速報は、地震による強い揺れを事前にお知らせするものですが、震源が近い場合は間に合わないことがあります。

全国瞬時警報システム
（J-ALERT）装置

ハザードマップ２種類
地震編と洪水・土砂災害編
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　太陽の日差しがまぶしく感じた、4 月 29 日、第 28
回となる恒例の早春賦まつりが、穂高川沿いの歌碑前
で行われました。
　今回は、東日本大震災・長野県北部地震復興祈念と
銘打ち、子どもチャイム奏や三世代合唱、アルパクラ
ブによる演奏の後、会場の全員で早春賦を合唱。桜の
花びらが残る碑の前から、被災地に届けとばかりに多
くの人の声が響き渡りました。
　会場には募金箱が置かれ、出演したアルパ奏者の上
松美香さんが最後に箱を持ち、募金した人たちと親し
く会話や記念撮影に応じると、多くの人が集まってい
ました。
　埼玉県から来たという女性は、「すがすがしいお天気
で気持ちがいい。被災地の事を思うと心から安らげな
いが、思いを歌に込めた」と話しました。
　会場の周りではウグイスの声も響き、川沿いに座っ
ておにぎりをほお張る親子連れの姿も見られました。

　市と市商工会は４月 19 日、新規学卒就職者研
修会を安曇野スイス村サンモリッツで開きまし
た。本年度は市内 34 社に 79 人が入社。研修会
には 62 人が参加しました。
　市内の商社に就職した丸山薫さんは、代表あ
いさつの中で「超氷河期の就職難を経験した自
分の力を会社や地域、震災で被害を受けた日本
のために発揮したい」と決意を述べました。
　また、式の後には市内企業の人事担当者によ

演が行われました。参加者は、あいさつの仕方や、
信頼関係を築くための実技などを研修し、新社
会人としての一歩を踏み出しました。

　市直売所連絡協議会（三澤勇会長）は 4月 16
日と 17 日の 2日間、震災や風評被害に見舞われ
ている農家を支援しようと、福島県産の農産物
や特産品の販売支援を市内 5カ所の直売所で行
いました。「全国直売所サミットが縁で始まった
この取り組みは全国でも初。直売所のネットワー
クを通じた被災地支援の輪が広がればいい」と
会長の三澤さんは意気込みを話しました。家族
で買い物に訪れていた桑原幸正さん（堀金烏川）
は、「被災地の野菜を少しでも買うことで、農家
の皆さんの支援をしたい」と話してくれました。

4/29　第 28 回早春賦まつり

4/19　新規学卒就職者研修会

4/16・17　5直売所で野菜の販売支援

被災地に届け歌声

新社会人　決意を新たに

つなごう！直売所の絆

　市消防団（小出博一郎団長）の教育訓練
が5月8日、三郷中学校などで行われました。
この日の訓練は、班長以上の幹部や新入団
員など約 320 人が参加し、号令や礼式など
基本動作の演習や、火災戦術・安全管理な
どの講義を受講しました。小出団長は、「安
全に活動するため、基礎的なことをおろそ
かにせずこの機会に再確認してほしい」と
あいさつで述べました。

　大型連休初日の 4月 29 日、北アルプス常
念岳へ向かう一ノ沢登山口には、早朝から
シーズン到来を待ちわびた登山者が大勢訪
れました。登山口に設置されている登山指
導所では、警察から委託を受けた山岳指導
員が常駐していて、登山者カードの受け付
けや遭難事故防止に関する指導、登山案内
などをしています。指導員の宮嶋博敏さん
（穂高牧）は「春山登山は短い周期で天候が
変わりやすく吹雪になりやすい。無理をせ
ず下山することも必要」と登山者に呼びか
けていました。取材の間にも、カラフルな
リュックにアイゼンとピッケルを備えた登
山者が次々に山頂を目指してスタートして
いきました。

　第 48 回童謡祭りが 5月 5 日、豊科公民館ホール
で開催されました。この催しは、多くの童謡を作
詞した豊科出身の文学者・藤森秀夫をしのぶと同
時に子どもたちの音楽性をはぐくむことを目的に、
毎年、「子どもの日」に行われています。
　昭和 57 年から同時開催され、今回、30 周年の節
目を迎えた、小中学生の作詞作曲コンクールでは、
49 作品の中から豊科南中１年・一色祐吾さんの「つ
ぎの空へ」が最優秀賞を受賞しました。
　毎年、審査をしている豊科出身で作曲家の飯沼
信義さんは、「30 年続けているのは全国でもここだ
け、誇りに思う。作詞作曲は楽譜の知識がなくても、
絵や図形でもよいので思ったことを形に残してみ
ることがまず大事」と講評しました。
　当日は、市内の子どもたちやコーラスグループ、
家族連れなど約 600 人が参加、童謡「めえめえ児
山羊（こやぎ）」を合唱したほか、招待演奏では、
信州大学グリークラブによる男声合唱を聞くこと
ができました。

5/8　市消防団教育訓練

4/29　常念岳一ノ沢登山口

5/5　第 48 回童謡祭り

規律正しく

シーズン到来！春山登山

音楽性をはぐくんで３０年の節目
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◇中央図書館　おはなしのとびら
中央図書館おはなしのへや
1・8・15日（各水曜日）
10：30～（乳幼児対象）
◇三郷図書館　ポケットの会
三郷公民館児童室
11日（土） 10：30～（乳幼児以上対象）

◇豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
豊科図書館多目的室
17日（金） 11：00～（乳幼児対象）
◇豊科図書館　おはなしたんぽぽ
豊科図書館多目的室
17日（金） 16：30～（幼児以上対象）

◇堀金図書館　おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー
14日（火） 10：30～（乳幼児対象）
21日（火） 16：15～（幼児以上対象）
◇明科図書館　ひまわりおはなしの会
明科図書館内おはなしの部屋
25日（土） 11：00～（乳幼児以上対象）

中央図書館映画上映会（入場無料）
「白い船」2002 年日本映画

●日時　10日（金）開場 18：30　
　　　　上映 19：00～
●場所　「みらい」多目的交流ホール

おりがみの部屋
◇中央図書館
　●日時　15日（水）　16：15～
　●場所　中央図書館おはなしのへや
◇堀金図書館
　●日時　22日（水）　16：15～
　●場所　堀金図書館児童コーナー

6 月のイベント

中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801　三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801明科図書館462・1122 662・1124

第13回 豊科地域コーラスグループ
交流発表会

　美しいハーモニーを聞き、そして一
緒に歌いましょう。
●日　時　６月 11日（土）
　　　　　開場 13：00　開演 13：30
　　　　　（15：30終演予定）
●場　所　豊科公民館ホール
●内　容　・コーラスグループ9団体の発表
　　　　　・全体合唱（野ばら、一人の手ほか）
●入場料　無料
　 豊科公民館472・2158 673・6401

第 21 回信州安曇野薪能「連吟・仕舞」出演者の募集
文化課文化振興係462・3090 662・3525

　第 21回の信州安曇野薪能が 8月 20日（土）に開催されます。実行委員会では、連吟（一緒に謡曲をうたうこと）・
仕舞（舞を舞うこと）に出演する小学生を募集します。
●応募資格　安曇野市内在住の小学生で、練習日の全日程に参加できること。練習の参加には保護者の送迎が可能であ
ること。

●練習日　6月 25日（土）・7月 9日（土）・31日（日）・8月 6日（土）・7日（日）いずれも午前 9時 15分から。
8月 18日（木）・19日（金）の夜は舞台リハーサル。この他に２回ほど練習を予定します。

●練習場所　明科公民館講堂（予定）　　　●講　師　青木道喜さん
●その他　応募者多数の場合、抽選となる場合があります。出演者には第 21回信州安曇野薪能の招待券を 2枚贈呈し
ます。当日の衣装（浴衣等）は参加者負担となりますのでご了承ください。

●申し込み　6月 13日（月 ) 必着で文化課に備え付けの申込書に必要事項を記入のうえ、
お申し込みください（電話、ファクス等でも可）。

ドキドキ・ワクワクお話の世界

絵たより講座（全５回）
三郷図書館

476・3078 676・3077

昨年に引き続き「絵たより講座」を開講します。初めての方大歓迎です。
●開講日時　6月 23日、7月 21日、8月 18日、10月 20日（各木曜日）
　　　　　　9：30～ 11：30
　　　　　　現地研修　9月 15日（木）野外スケッチ、作品鑑賞を予定
●場　所　三郷公民館 ●対　象　市内在住の人
●定　員　20人（先着順） ●受講料　材料費・現地研修は実費をいただきます。
●講　師　堀内 征二さん（日本絵手紙協会会員）
●申し込み　６月７日（火）8：30から電話で受け付けます。
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Event Information
詳しい内容は各施設等へお問い合わせください。

穂高交流学習センター「みらい」

碌山公園研成ホール

第 21 回信州安曇野薪能連動企画
能面と能装束展

　8 月 20 日に開催を控えた第 21 回信州安曇野薪能に先立ち、能
面や能装束を展示します。
　見る角度によって微妙にその表情を変える能面や、色鮮やかな
染織に刺繍や金銀箔で文様を描いた能装束。間近で見ることのな
い能道具の数々を、じっくりとご覧ください。
●会　期　5 月 20 日（金）～ 6 月 20 日（月）
●会　場　「みらい」交流ギャラリー
●休館日　毎週木曜日
●観覧料　無料
●内　容　能面（「小

こうしじょう

牛尉」
「小

こおもて

面」「中
ちゅうじょう

将」「小
こ

ベシ見
み

」）、
能装束（「唐

からおり

織」「長
ちょうけん

絹」「鬘
かづらおび

帯」「腰帯」）
など

問文化課文化振興係
　　462・3090 662・3525

481・3111 682・0966

4682・0769

穂高公民館

貞享義民記念館

講座「茶の世界に遊ぶ」（全３回）
　日本茶・紅茶の歴史と文化を学びながら色々なお
茶を味わってみませんか。講師に煎茶道の近藤順子
さんをお迎えします。会場は椅子席です。お気軽に
ご参加ください。
●日　時　6 月 17 日、7 月 1 日、7 月 15 日
　　　　　（各金曜日）13：30 ～ 15：30
●場　所　穂高会館 児童室
●対　象　市内在住の人
●定　員　20 人（先着順）
●受講料　200 円
●材料費　500 円
●持ち物　扇子（お持ちの人）
●申し込み　5 月 30 日（月）より電話でお申し込みく

ださい。（受付時間は 9：00 から 17：00 まで）

講座「苔玉づくり」
　風情豊かな苔玉を作ってみませんか。鉢花を育て
られる人なら大丈夫。作り方、育て方のコツを基に
寄植仕立ての苔玉を制作します。
●日　時　6 月 23 日（木）10：00 ～ 11：30
●場　所　穂高会館 第一会議室
●講　師　さがわまさき さん
●対　象　市内在住の人
●定　員　20 人（先着順）
●受講料　200 円
●材料費　1,000 円
●持ち物　園芸用はさみ（お持ちの人）、持ち帰り用

の袋
●申し込み　5 月 30 日（月）より電話でお申し込みく

ださい。（受付時間は 9：00 から 17：00 まで）

「前期古文書歴史講座」
参加者の募集

　23 年度前期講座全 4 回を以下のように開講しま
す。本年度のテーマは「一揆にみる百姓の力」です。
古文書の読み解きとともに、江戸時代の社会や人々
の考え方も学んでみませんか。
●日　時　① 6 月 8 日 ② 6 月 22 日
　　　　　③ 7 月 6 日 ④ 7 月 20 日
　（各水曜日）いずれも 13：30 ～ 15：30
●場　所　記念館研修室
●講　師　中川 治雄さん（歴史研究家）
●受講料　無料（資料は館で用意します）
●持ち物　筆記用具
●申し込み　事前申し込みは不要です。開講時刻前

に来館してください。２回目以降からの参加もで
きます。

482・5970 682・3990

477・7550 677・7551

寄植仕立ての例

名誉市民 故・青木祥二郎さんゆかりの
品も展示します。

第１回ランチタイムロビーコンサート
　市内で活動する音楽家の演奏を気軽に楽しめる、人気のランチタ
イムロビーコンサート。好評につき、今後、隔月に 1 回のペース
で開催していく予定です。入場無料、申し込みは不要です。また、
出演者も募集していますので、興味のある人は「みらい」へお問い
合わせください。
●日　時　6 月 4 日（土）12：00 ～ 13：00（予定）
●出　演　清次郎（オカリナ）
●会　場　「みらい」内エントランスホール

碌山の「女」朗読会
　碌山物語の一番有名な場面となります。帰国から亡くなるところ
まで朗読します。
●日　時　5 月 29 日（日）13：15 ～ 14：30
●参加料　無料
問丸尾さん（4090-8326-6674）

美術講座　テラコッタ制作（全７回）
　テラコッタ粘土（素焼き）を使って人物の頭部、小動物を制作し
ます。素材の持つ素朴さが表現できます。
●日　時　6 月 2 日～ 7 月 14 日（毎週木曜日）18：00 ～ 20：00
●講　師　柳澤 廣　さん
●定　員　10 人（先着順）
●受講料　3,000 円（モデル代を含む）

展覧会　研成ホール美術講座展
　平成 22 年度の研成ホール美術講座「水彩画、アクリル画、彫塑、
テラコッタ、ランプシェード等」に参加された皆さんの作品展です。
●日　時　6 月 10 日（金）～ 14 日（火）9：00 ～ 17：00
（最終日は 13：00 まで）

●入場料　無料
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天
引
き

4
月
・
6
月
・
8
月
は
仮
徴
収

平
成
22
年
度
の
市
県
民
税
を
公
的
年

金
か
ら
天
引
き
で
納
め
た
人
は
、
平
成

23
年
2
月
に
天
引
き
さ
れ
た
額
と
同
じ

税
額
を
4
月
、
6
月
、
8
月
の
年
金
か

ら
天
引
き
（
仮
徴
収
）
し
、
年
税
額
か

ら
仮
徴
収
分
を
引
い
た
残
り
の
税
額
を

10
月
、
12
月
、
翌
年
2
月
の
3
回
に
分

け
て
天
引
き
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
市

外
へ
の
転
出
、
税
額
の
変
更
、
年
金
の

支
給
停
止
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
は
、

年
金
か
ら
の
天
引
き
が
中
止
さ
れ
、
納

付
書
な
ど
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

給
与
か
ら
の
天
引
き
は

税
額
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い

毎
月
の
給
与
か
ら
市
県
民
税
が
天
引

き
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
勤
務
先
を
通

じ
て
配
布
さ
れ
る
税
額
通
知
書
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度
所
得
証
明
書
の
発
行
は

6
月
10
日
か
ら

　

平
成
23
年
度
所
得
証
明
書
（
平
成
22

年
中
の
所
得
）
は
、
6
月
10
日
（
金
）

か
ら
各
総
合
支
所
の
地
域
支
援
課
窓
口

で
発
行
で
き
ま
す
。
所
得
証
明
書
の
発

行
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持
参
の
う
え

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
同
居
家
族
以
外

の
人
の
証
明
書
発
行
に
は
委
任
状
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

●
交
付
手
数
料　

１
通
３
０
０
円

※
本
庁
舎
と
県
安
曇
野
庁
舎
で
は
所
得

証
明
書
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
豊
市
民
税
課
市
民
税
担
当

　
（
72･

３
１
１
１ 

72･

８
３
４
０
）

【暮らしの注目情報】

市県民税の

Ｑ＆Ａ
こんな場合は
どうなるの？

Ｑ．夫が 2 月に亡くなった
のですが、夫の市県民税
はどうなりますか？

Ａ．市県民税は、毎年 1
月 1 日現在で住所のあ
る人に対して課税され
ます。１月 2 日以降お
亡くなりになった人に
対する市県民税は、相
続人が納付することに
なります。

Ｑ．私は 3 月に安曇野市
からＢ町へ引っ越しまし
た。市県民税はどちらに
納めるのですか？

Ａ．1 月 1 日現在の住所
は安曇野市にあったの
で、その後Ｂ町へ引っ
越した場合でも、本年
度分の市県民税は安曇
野市へ納めていただく
ことになります。

Ｑ．昨年、会社を退職した
のに納税通知書が届いた
のですが？

Ａ．市県民税は前年分の
所得に対して課税され
ます。前年中に所得が
あった場合は、本年度
の市県民税が課税され
ることになります。

市
県
民
税
の

納
付
を
お
忘
れ
な
く

※口座振替をご利用の場合は、
納期限までに預金残高の確
認をお願いします。

●市県民税の納期限

第１期 ６月30日（木）

第２期 ８月31日（水）

第３期 10月31日（月）

第４期 １月31日（火）

震災で避難されている皆さまへ
　震災により避難されている皆さまの国税に関する相談
や、還付金の支払時期の確認、納税証明書の交付申請な
どのお問い合わせは、避難先の最寄りの税務署でも受け
付けています。また、青森県、岩手県、宮城県、福島県、
茨城県の納税者については、国税に関する申告、納付な
どの期限を延長しました。詳しくは、最寄りの税務署へ
ご相談ください。
問松本税務署総務課（432･2790 自動音声案内）

「市勢要覧 2011」の一部に記載誤りが
ありました。お詫びして訂正します。

●３ページ４行目
　【誤】「恵まれ場所」　【正】「恵まれた場所」
● 16 ページの地図中
　【誤】「明北中」「豊科東中」　【正】「明北小」「豊

科東小」また、市の区域外に記載の「長峰荘」
は誤りです。

● 20 ページの組織図中
　【誤】企画財政課　【正】企画政策課
問安企画政策課（471･2000 671･5000）
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豊
科
都
市
計
画
道
路
の
中
央
通
線
、

相
生
町
線
の
廃
止
が
平
成
23
年
3
月
1

日
告
示
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の

2
路
線
は
都
市
計
画
道
路
と
し
て
整
備

は
行
い
ま
せ
ん
。

●
廃
止
路
線
の
名
称

豊
科
都
市
計
画　

都
市
計
画
道
路

「
3
・
6
・
2
号　

中
央
通
線
」

「
3
・
6
・
11
号　

相
生
町
線
」

●
閲
覧
で
き
る
場
所　

▽
安
曇
野
庁
舎

内
企
画
政
策
課
▽
各
総
合
支
所
内
地

域
支
援
課
▽
市
内
5
図
書
館

　

西
穂
高
保
育
園
、
上
川
手
保
育
園
、

有
明
の
森
保
育
園
の
3
園
で
、
園
児
と

一
緒
に
遊
ん
で
い
た
だ
け
る
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

60
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
健
康
で
子
ど

も
が
好
き
な
人

●
協
力
期
間　

7
月
1
日
～
平
成
24
年

3
月
31
日
ま
で
（
1
カ
月
の
内
20
日

程
度
）

●
協
力
時
間　

午
前
9
時
～
正
午
ま
で

●
謝
礼　

１
日
当
た
り　

２
１
５
０
円

●
応
募
方
法　

6
月
8
日
（
水
）
ま
で

に
、
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
児

童
保
育
課
窓
口
に
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て

　

市
議
会
6
月
定
例
会
を
次
の
と
お
り

予
定
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
や
委
員
会

な
ど
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
会
期（
予
定
）　

6
月
1
日（
水
）～
22

日（
水
）

●
時
間　

午
前
10
時
開
会

●
場
所　

堀
金
総
合
支
所
（
3
階
）

　

地
価
公
示
は
、
地
域
で
標
準
的
な
使

わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地
を
選
び
適
正

な
価
格
を
公
表
し
た
も
の
で
す
。
土
地

売
買
な
ど
の
参
考
に
す
る
た
め
次
の
と

お
り
閲
覧
し
て
い
ま
す
。

く
だ
さ
い
。

●
面
接
日
時
・
場
所　

6
月
17
日
（
金
）

午
前
10
時　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

　

子
ど
も
手
当
は
、
4
月
か
ら
9
月
ま

で
の
6
カ
月
間
、
子
ど
も
１
人
に
つ
き

月
額
1
万
３
０
０
０
円
が
引
き
続
き
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
対
象　

0
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

●
支
給
月　

▽
6
月
（
平
成
23
年
2
月

分
～
5
月
分
）
▽
10
月
（
平
成
23
年

6
月
分
～
9
月
分
）

●
現
況
届　

6
月
の
現
況
届
の
提
出
は

不
要
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
10

月
に
届
出
・
申
請
な
ど
が
必
要
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
議
会
６
月
定
例
会
会
期
日
程

問
堀
議
会
事
務
局

（

71
・
２
１
５
６ 
71
・
２
１
５
０
）

保
育
協
力
員
の
募
集

問
健
児
童
保
育
課
保
育
係

（

81
・
０
７
２
８ 

81
・
０
７
０
３
）

子
ど
も
手
当
の
支
給

問
健
児
童
保
育
課
児
童
係

（

81
・
０
７
２
７ 

81
・
０
７
０
３
）

地
価
公
示
閲
覧
の
お
知
ら
せ

問
安
企
画
政
策
課
企
画
担
当

（

71
・
２
０
０
０ 

71
・
５
０
０
０
）

　

平
成
23
・
24
年
度
中
に
市
が
発
注
す

る
小
規
模
な
工
事
、修
繕
な
ど
で
、市
内

の
小
規
模
事
業
者
を
積
極
的
に
活
用
す

る
た
め
に
、そ
の
契
約
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。

●
登
録
要
件　

市
内
に
主
た
る
事
業
所

ま
た
は
住
所
を
有
し
、
次
の
各
号
に

該
当
し
て
い
る
こ
と
。
建
設
業
の
有
無
、

経
営
組
織
お
よ
び
従
業
員
数
は
原
則
、

問
い
ま
せ
ん
。（
１
）契
約
を
締
結
す
る

能
力
を
有
し
、
破
産
者
で
な
い
者（
２
）

市
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
者
名
簿

に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
者（
３
）希
望
す

る
業
種
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な

資
格
、
免
許
等
を
有
す
る
者（
４
）市

税
等
を
完
納
し
て
い
る
者

●
対
象
と
な
る
契
約　

次
の
各
号
に
該

当
し
て
い
る
こ
と
。（
１
）
小
規
模

な
工
事
や
修
繕
な
ど
、
技
術
的
内
容

が
軽
易
で
あ
っ
て
、
履
行
の
確
保
が

容
易
な
も
の
。（
２
）
１
件
の
契
約

金
額
が
50
万
円
以
下
の
も
の

●
登
録
方
法　

市
小
規
模
工
事
等
契
約

希
望
者
登
録
要
領
に
基
づ
き
登
録
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
同
要
領
お
よ
び

登
録
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
契
約
管
財
課
で
ご
覧
・
入
手
い
た

だ
け
ま
す
。
登
録
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

●
提
出
場
所　

県
安
曇
野
庁
舎
内
契
約

管
財
課
契
約
管
財
担
当

　

消
防
法
に
よ
っ
て
、
一
定
規
模
以
上

の
防
火
対
象
物
に
対
し
て
選
任
等
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
防
火
管
理
者
の
講

習
で
す
。
受
講
対
象
者
や
受
付
方
法
な

ど
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
講
習
会
の
開
催
日
時

▽
6
月
22
日
（
水
）・
23
日
（
木
）

　

松
本
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
6
月
28
日
（
火
）・
29
日
（
水
）

　

堀
金
総
合
体
育
館

▽
7
月
7
日
（
木
）・
8
日
（
金
）

　

塩
尻
消
防
署

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

豊
科
都
市
計
画
に
お
け
る

都
市
計
画
道
路
の
廃
止

問
豊
都
市
計
画
課
計
画
係

（

72
・
３
１
１
１ 

72
・
３
５
６
９
）

平
成
23
年
度
・
24
年
度

市
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
の
登
録

問
安
契
約
管
財
課
契
約
管
財
担
当

（

71
・
２
０
０
０ 

71
・
５
０
０
０
）

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会
の
開
催

問
豊
科
消
防
署（

72･

３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署（

82･

３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署（

78･

２
０
９
０
）

　

明
科
消
防
署（

62･

２
９
９
２
）

　

堀
危
機
管
理
室
消
防
防
災
担
当

　
（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

会

議

示

公

防

消

て

育

子

画

計

市

都

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の（
4
月
20
日
発
行
）122
号

●
6
ペ
ー
ジ　

一
般
会
計
歳
出
予
算
の
増

減
グ
ラ
フ
の
表
題

【
正
し
く
は
】
歳
出
予
算
の
増
減

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

至 光橋

至 

田
沢
橋

豊科 I.C
長野自動車道

安曇野赤十字病院

県立こども病院

廃止路線

南豊科駅

豊科駅安曇野市役所
国道

147
号線

都市計画道路　中央通線

都市計画道路　相生町線

安曇野赤十字病院

至 

ア
ル
プ
ス
大
橋

県道豊科インター堀金線

県道豊科大天井岳線

事

工

模

規

小
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内
市

5

よ
に
員
委
護
擁
権
人
で
所
カ

　

委
ら
か
臣
大
務
法
て
し
と
的
目
を
重
尊

　

に
切
大
も
権
人
の
手
相
も
権
人
の
分
自

設
開
の
所
談
相
設
特
権
人

局
支
本
松
局
務
法
方
地
野
長

（

・

１
７
５
２

 

・

２
７
５
２

）

は
た
ま

課
画
参
同
共
女
男
権
人

（

・

０
０
０
２

 

・

５
５
１
５

）

す
ま
し
介
紹
を
員
委
護
擁
権
人

局
支
本
松
局
務
法

（

・

１
７
５
２

 

・

２
７
５
２

）

は
た
ま

課
画
参
同
共
女
男
権
人

（

・

０
０
０
２

 

・

５
５
１
５

）

談

相 結ぼう つなげよう 家族の絆 地域の絆
男女共同参画会議ほたか会長
臼井咲子

人 権 コ ラ ム

　東日本大震災の発生に驚き、未曾有の被害に日
本中が涙し自然災害と原発事故の恐ろしさが目に
焼きつきました。被災された方々に一日も早く笑
顔が見られる日を願っています。
　さて男女共同参画社会基本法が制定され 10 年以
上になりますが、大きな期待をよせた割には女性
の社会進出は進んでおらず、理想と現実のギャッ
プを感じている方も多いのではないでしょうか。
また地位・賃金の差も縮まっていません。そんな
中で、23 年度の安曇野市の男女共同参画推進のテー
マは「絆」です。個々の働き方、家事育児、地域
の力や、また一方で地域と家族の繋がりが希薄な
時代を迎えつつある今にスポットを当てています。
過日、安曇野市の「人権のつどい講演会」で講演
された落合恵子さんは、未婚の母に育てられた生
い立ち、ビル掃除という母の職業を恥じた事に触
れ「一人一人の差別は、被害者にも加害者にもな
る」と指摘されました。本当につらい時は「助け
て」との声をあげられる社会にしなければいけな
い、男女共同参画はいたるところに転がっている
と強調されており、驚きと感激で、この 70 歳の細
胞に電流が流れたようでした。本年度も男女共同
参画フォーラムや講演会など開催が予定されてい
ますが、より多くの方に参加していただき、一つ
一つを積み重ねることが良い安曇野市へ繋がって
いくのではないでしょうか。「絆」そして地域や家
族のかかわりを大切に。（笑顔に咲くしあわせの花
「23 年度サブテーマ」）

地域 氏名

豊科
清野　昌訓

勝山　孝子

藤原　和子

奥村　雅彦

穂高

高山　正宣

等々力増男

吉澤萬千子

尾台　鞆一

地域 氏名

三郷
三澤　晴男

中村　道子

關　　恒明

堀金 田口　勝二

青 　令子

明科 唐澤　武志

横内理恵子

開催日 開催場所
11月19日（土）穂高会館
2月４日（土）豊科公民館

開催日 開催場所
９月３日（土）豊科公民館

開催日 開催場所
６月３日（金）穂高会館
６日（月）明科総合支所
７日（火）豊科公民館
８日（水）三郷公民館
９日（木）堀金総合支所

８月19日（金）穂高会館
９月16日（金）豊科公民館
11月16日（水）明科総合支所
12月７日（水）穂高会館

８日（木）三郷公民館
13日（火）豊科公民館

１月17日（火）堀金総合支所

●女性相談 ●特設相談

●子ども相談

●人権擁護委員

※時間はすべて10：00～15：00

（4月 1日現在　敬称略）

広げよう献血の輪
今、必要です。あなたの力！

血液は長期間保存することができません。いつ
でも患者さんに血液を届けられるよう年間を通じ
た献血へのご協力をお願いします。
●日時　6月 5日（日）
10：00 ～ 11：30　13：00 ～ 15：30
●場所　イオン豊科店
　（旧サティ豊科店）東口付近
長野県赤十字血液センター
諏訪出張所（40266･53･7211）

　

相
料
無
る
す
関
に
度
制
見
後
年
成
り
よ

安
不
に
活
生
の
後
今
め
た
の
害
障
や
症●

所
場
・
時
日
談
相

　

6
月
16

）
木
（日

後
午

1
時
30

3
時
30
分

●

み
込
し
申

　

6
月
10

日
土
（）
金
（日

を
み
込
し
申
で
話
電
に
で
ま）
く
除
は

8
時
30

後
午

5
時
15

）
間
の
で
ま
分

　

に
等
婦
護
看
護
救
社
字
十
赤
本
日
旧

が
限
期
求
請
の
業
事
呈
贈
状
書
る
す
対●

限
期
　

成
平

25
年
3
月
31

で
ま
日

●

象
対
　

護
看
護
救
社
字
十
赤
本
日
旧

婦
護
看
軍
従
軍
海
陸
旧
び
よ
お
婦

せ
ま
り
な
と
象
対
は
人
る
す
当
該

族
遺
ご
②
人
る
い
て
れ
さ
給
受
を
給

も
役
懲
る
え
超
を
年
３
は
た
ま
期
無

こ
た
れ
ら
せ
処
に
刑
の
固
禁
は
く
し

●

法
方
求
請

　

福
民
市
内
所
支
合
総
各

要
必
に
類
書
求
請
る
あ
に
口
窓
課
祉

●

先
求
請

　

〒

６
２
９
８
‐
０
０
１

　

関
が
霞
区
田
代
千
都
京
東

２
‐
１
‐
２

　

舎
庁
同
合
央
中

2

館
号

8

省
務
総
階

当
担
務
業
室
理
管
課
務
総
房
官
臣
大

　
（

２
８
１
５
・
３
５
２
５
・
３
０

）

　

り
語
に
由
自
を
ち
持
気
い
し
苦
く
ら
つ

死
自
域
地
信
中
（
会
の
ろ
な
す
あ
本
松●

日
催
開

　

5
月
28

・
日

7
月
23

・
日

9
月
24

・
日

11
月
26

成
平
・
日

24
年

月
１

28

・
日

3
月
24

も
れ
ず
い
（
日

）
日
曜
土
４
第
の
月
数
奇

●

間
時
催
開

　

後
午

1
時
30

3
時

30

後
午
付
受
（
分

1

●

所
場
　

途
別
に
者
込
申
（
内
市
本
松

）
す
ま
し
内
案
ご

●

用
費
　

０
０
１

）
ど
な
代
茶
お
（
円

●

者
象
対
加
参

　

く
な
で
死
自
を
族
家

●

せ
わ
合
い
問
・
み
込
し
申

　

）
師
健
保
当
担
会
の
ろ
な
す
あ
（

り
く
づ
康
健
所
務
事
祉
福
健
保
本
松
▽

（
課
援
支

40･

８
３
９
１

）

（

６
２
０

･

７
２
２

･

０
１
８
１

）

　
は
5
月
31

ら
か
日

6
月
6

禁
を
で
ま
日

と
こ
る
な
に
気
病
な
う
よ
じ
同
と
者
煙

病
の
器
吸
呼
の
ど
な
息
喘
児
小
が
煙

り
な
と
因
原
の
ど
な
気
病
の
耳
の
ど
な●

果
効
の
煙
禁

　
　

▽
2

3
カ

30

る
れ
さ
善
改
％

▽
1

9

る
な
く
く
に
き
起
が
ど
な
染

　

１
▽

喫
が
性
険
危
る
か
か
に
）
塞
梗
脳
や

の
者
煙

に　

▽
10

15

が
性
険
危
る
か
か
に
気
病
な
ま
ざ
ま

く
づ
近
で
ま
準
水
の
者
煙
喫
非

　

見
時
一
を
種
接
の
ン
チ
ク
ワ
ブ
ヒ
と
ン

3
月
24

の
日

懸
の
上
性
全
安
て
い
お
に
議
会
家
門
専

に
と
こ
た
け
受
を
価
評
の
と
い
な
は
念

4
月
1

し
開
再
を
種
接
り
よ
日

談
相
料
無
る
す
関
に
度
制
見
後
年
成

内
係
防
予
護
介
課
護
介
者
齢
高

（

・

０
６
７
０

 

・

３
０
７
０

）等
婦
護
看
護
救
社
字
十
赤
本
日
旧

長
延
限
期
の
呈
贈
状
書
る
す
対
に

係
務
総
祉
福
課
祉
福
会
社

（

・

６
１
７
０

 

・

３
０
７
０

）

会
の
ろ
な
す
あ
本
松

会
流
交
族
遺
死
自
域
地
信
中

当
担
防
予
健
保
課
進
推
康
健

（

・

６
２
７
０

 

・

３
０
７
０

）

と
ン
チ
ク
ワ
菌
球
炎
肺
用
児
小

開
再
の
種
接
ン
チ
ク
ワ
ブ
ヒ

係
進
推
康
健
課
進
推
康
健

（

・

６
２
７
０

 

・

３
０
７
０

）

5
月

当
担
防
予
健
保
課
進
推
康
健

（

・

６
２
７
０

 

・

３
０
７
０

）

祉

福

康

健



本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健
穂高地域開発事業の承認

穂高町まちづくり条例の規定に基づき、
市長が承認した事業を公表します。

1819 広報あづみの　2011.5.25 2011.5.25　広報あづみの

※
詳
細
は
受
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書　

市
役
所

本
庁
舎
人
事
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

地
域
支
援
課
に
あ
り
ま
す
。
郵
送
を

希
望
す
る
場
合
は
１
４
０
円
切
手
を

同
封
の
う
え
、
左
記
へ
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
受
験
受
付
期
間　

5
月
30
日（
月
）～

6
月
6
日（
月
）（
受
付
は
土
日
を
除

く
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
）

●
申
し
込
み　

受
験
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
左
記
ま
で
持
参

す
る
か
特
定
記
録
郵
便
な
ど
確
実
な

方
法
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
6

月
6
日
必
着
）

●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
９
３
２
‐
46

安
曇
野
市
役
所
人
事
課

　

来
年
4
月
に
採
用
予
定
の
松
本
広
域

連
合
消
防
職
員
（
上
級
）
の
採
用
資
格

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
試
験
日
程　

第
１
次
試
験
6
月
26
日

（
日
）（
教
養
・
適
性
・
体
力
試
験
）

●
試
験
場
所　

松
本
市
波
田
公
民
館
お

よ
び
松
本
市
波
田
体
育
館

●
任
期　

6
月
下
旬
～
平
成
24
年
3
月

31
日
ま
で

●
応
募
方
法　

任
意
の
書
式
に
「
地
球

温
暖
化
対
策
の
た
め
に
私
に
で
き
る

こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
意
見
や
提

言
を
８
０
０
字
程
度
の
小
論
文
に
ま

と
め
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
も

記
載
し
て
く
だ
さ
い
）、年
齢
、性
別
、

連
絡
先
を
明
記
の
う
え
、
持
参
・
郵

送
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
す
べ
て
任
意
の
書
式
で
結
構
で
す
。

●
募
集
期
間　

6
月
8
日
（
水
）
ま
で
。

当
日
消
印
ま
で
有
効
。

●
送
付
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
６
６
５
８
番
地

穂
高
総
合
支
所
内

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

mkankyou@
city.azum

ino.nagano.jp

　

平
成
24
年
4
月
採
用
の
市
職
員
の
採

用
試
験
（
上
級
・
中
級
）
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

●
試
験
日
程
・
内
容　

1
次
試
験　

6
月
26
日（
日
）

　

市
の
地
球
温
暖
化
の
現
況
・
課
題
を

明
ら
か
に
し
、将
来
に
向
け
た
施
策「
安

曇
野
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」

を
策
定
す
る
た
め
、「
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
策
定
委
員
会
」
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

2
人
以
内

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
で
、
平
日
の

会
議
に
出
席
で
き
る
人
。
た
だ
し
、

次
の
①
か
ら
③
に
掲
げ
る
人
は
除
き

ま
す
。

①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
員
②
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ

び
地
方
公
務
員
③
市
の
付
属
機
関
等

の
公
募
に
よ
る
委
員
に
３
つ
以
上
任

命
さ
れ
て
い
る
人

●
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書　

松
本
広

域
連
合
事
務
局
、
消
防
局
・
各
消
防

署
・
松
本
広
域
連
合
関
係
8
市
村
の

窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
郵

送
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
送
付
先

の
住
所
・
氏
名
を
記
載
し
た
角
2
の

返
信
用
封
筒
に
、
１
４
０
円
切
手
を

張
り
付
け
、
赤
字
で
「
試
験
案
内
希

望
」
と
明
記
し
て
次
ま
で
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。
試
験
案
内
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●
請
求
先　

〒
３
９
０
‐
０
８
７
４　

松
本
市
大
手
3
丁
目
8
番
13
号

松
本
広
域
連
合
事
務
局
総
務
課

●
受
験
申
込　

6
月
8
日（
水
）か
ら
6

月
12
日（
日
）ま
で
に
、
松
本
広
域
連

合
事
務
局
（
松
本
市
役
所
大
手
事
務

所
6
階
）へ
、本
人
が
直
接
、
試
験
申

込
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
土
、

日
曜
日
も
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
な
ど
に
よ
る
被
災
地

の
市
町
村
で
は
、被
災
地
か
ら
他
の
地
域

へ
避
難
し
て
い
る
皆
さ
ま
の
所
在
確
認
を

し
て
い
ま
す
。当
市
に
お
い
て
も
、市
内
に

避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
の
所
在
情
報

な
ど
を
任
意
で
提
供
い
た
だ
き
、避
難
前

の
県
や
市
町
村
へ
提
供
し
ま
す
。所
在
地

が
確
認
さ
れ
る
こ
と
で
、支
援
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
届
け
ら
れ
ま
す
。

●
提
供
先
・
お
問
い
合
せ
先　

情
報
提
供

い
た
だ
け
る
場
合
は
、運
転
免
許
証
な

ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
を
持

参
の
う
え
、穂
高
総
合
支
所
内
市
民
課

市
民
係
窓
口
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
環
境
に
か

か
わ
る
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
、

保
全
に
向
け
た
活
動
を
紹
介
す
る
「
あ

づ
み
野
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
１
」
を
10

月
に
開
催
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
環
境
活

動
に
関
心
が
あ
り
、
こ
の
フ
ェ
ア
を
企

画
・
運
営
し
て
い
た
だ
け
る
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。お
互
い
の
交
流
を
深
め
、

環
境
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
募
集
人
数　

20
人
程
度

●
応
募
方
法　

6
月
3
日
（
金
）
ま
で

に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
応
募
締
切
後
も
随
時
募

集
は
行
い
ま
す
。

●
そ
の
他　

手
当
の
支
給
は
あ
り
ま
せ

ん
。
第
１
回
実
行
委
員
会
を
6
月
8

日
（
水
）
に
行
う
予
定
で
す
。

あ
づ
み
野
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
１
の
開
催

●
日
時　

10
月
8
日（
土
）～
9
日（
日
）

●
開
催
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館

●
そ
の
他　

イ
ベ
ン
ト
内
容
や
出
展
に

関
す
る
事
な
ど
詳
し
く
は
、
後
日
、

広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

集

募

の

員

職

集

募

の

員

委

安
曇
野
市
役
所
職
員
の
募
集

問
本
人
事
課
職
員
担
当

（

71
・
２
０
０
０ 

71
・
５
１
５
５
）

松
本
広
域
連
合
消
防
職
員

採
用
資
格
試
験
（
上
級
）

問
松
本
広
域
連
合
事
務
局

（

34
・
３
２
５
０ 

36
・
２
５
９
１
）

市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

策
定
委
員
会
公
募
委
員
の
募
集

問
穂
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

（

82
・
３
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●募集内容

試験の
種類

試験
区分

採用
人員

（予定）
受験資格

上級 消防 若干名

昭和 58 年
4 月２日か
ら平成２年
４月１日ま
でに生まれ
た人で、大
学卒業程度
の学力を有
する人

平成 23 年 2 月の開発審査分
（承認日平成 23 年３月 15 日）
●穂高観光株式会社の開発事業
・場所　穂高柏原 1548 番１
・開発面積　991㎡
・目的　宅地分譲３区画
●有限会社浅川不動産の開発事業
・場所　穂高有明 9788 番１
・開発面積　944㎡
・目的　建売分譲３区画３戸
●有限会社浅川不動産の開発事業
・場所　穂高柏原 1700 番７外２筆
・開発面積　1,568.23㎡
・目的　宅地分譲５区画
●有限会社ノモトの開発事業
・場所　穂高 753 番６
・開発面積　1,048.78㎡
・目的　建売分譲３区画３戸
●ソフトバンクモバイル株式会社の開発事業
・場所　穂高牧 2221 番
・開発面積　4,117㎡の内 1.44㎡
・目的　携帯電話用無線基地局の建設
●ソフトバンクモバイル株式会社の開発事業
・場所　穂高牧 2052 番１
・開発面積　725㎡の内 1.44㎡
・目的　携帯電話用無線基地局の建設
●ソフトバンクモバイル株式会社の開発事業
・場所　穂高牧 2230 番 97
・開発面積　6,088㎡の内 1.44㎡
・目的　携帯電話用無線基地局の建設

（承認日平成 23 年３月 22 日）
●有限会社あづみ野宅建の開発事業
・場所　穂高有明 8040 番１
・開発面積　1,792㎡
・目的　建売分譲３区画３戸
平成 23 年 3 月の開発審査分

（承認日平成 23 年４月 13 日）
●有限会社あづみ野宅建の開発事業
・場所　穂高有明 2299 番３外２筆
・開発面積　1,538.75㎡
・目的　建売分譲３区画３戸
●須永豪の開発事業
・場所　穂高有明 8570 番１外１筆
・開発面積　737.42㎡
・目的　ギャラリー併用住宅の建設
●有限会社不動産設計安曇野森の開発事業
・場所　穂高有明 2308 番１外１筆
・開発面積　1,228.84㎡
・目的　宅地分譲２区画
●宮坂順也の開発事業
・場所　穂高有明 8154 番 11
・開発面積　502㎡
・目的　飲食店併用住宅の建設
●有限会社アイタウンエステイトの開発事業
・場所　穂高 5245 番１外９筆
・開発面積　2,024.59㎡
・目的　宅地分譲７区画
●株式会社ハンタカの開発事業
・場所　穂高柏原 3423 番１外４筆
・開発面積　13,387.72㎡
・目的　診療所・有料老人ホームの建設
●株式会社等々力不動産の開発事業
・場所　穂高牧 1300 番１外２筆
・開発面積　1,768㎡
・目的　建売分譲３区画３戸

（承認日平成 23 年４月 14 日）
●有限会社浅川不動産の開発事業
・場所　穂高 8270 番３外１筆
・開発面積　1,903㎡
・目的　建売分譲６区画６戸
問豊建築住宅課開発調整係

（472･3111 672･3569）

援

支

全国避難者情報システム（安曇野市の場合）

提供いただく情報
・氏名、生年月日、性別
・避難前の住所
・避難先の情報

お知らせ
・見舞金等の各種給付の連絡　・国民健康保険証の再発行
・税や保険料の減免・猶予・期限延長等の通知など

避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま

安
曇
野
市

長
野
県

避
難
前
に
お
住
ま
い
の
県
・
市
町
村

試験の
種類

試験
区分

採用予
定人員 受験資格

　上級
（大学卒

業程度）

行政 17名程度 昭和 56 年 4 月 2 日から平成 2 年 4 月 1 日までに生れ
た人で大学卒業程度の学力を有する人

土木 1名程度
昭和 56 年 4 月 2 日から平成 2 年４月１日までに生ま
れた大学卒業程度の学力を有する人で、土木の専門課
程を卒業または平成 24 年 3 月までに卒業見込みの人

保健師 1名程度 昭和 56 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、保健師の資格
を有する人（平成 24 年 3 月までに取得見込みの人を含む）

中級

保育士 若干名
昭和 57 年 4 月 2 日から平成 4 年 4 月 1 日までに生れ
た人で、保育士および幼稚園教諭の資格を有する人（平
成 24 年 3 月までに取得見込みの人を含む）

保育士
（経験者） 若干名

昭和 47 年 4 月２日から昭和 57 年４月１日までに生まれた人
で、保育士および幼稚園教諭の資格を有し、保育園（無
認可を除く）、幼稚園（無認可を除く）または児童養護施
設において保育士または幼稚園教諭として平成 23 年３月
31 日時点で５年以上の職務経験を有している人
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流

交

「おひさま」が映えるまちに ～地元区で清掃活動～緑の募金運動（家庭募金）にご協力を！
　市では、（財）長野県緑の基金が実施する「緑の募金運動」に合わせて、5月から6月にか
けて平成 23 年度緑の募金運動（家庭募金）を行います。これは、身近な環境の緑化、森林
の保護および健全な森林づくりに対する理解・認識を高めるとともに、各種緑化や森林整備
事業の推進を目的に実施されるもので、「学校・公園等公共施設の緑化」「みどりの少年団の
育成」「苗木、緑化木の配布」「森林整備活動への支援」などに使われます。木々の呼吸は
地球温暖化を防ぎ、緑は人々の心を癒します。この貴重な財産を次の世代に引き継ぐため、「緑
の募金」は大きな役割を果たしています。皆さまの募金が健全な森林づくり、子どもたちの

。すましい願おを力協ごに」金募の緑「、きだたい同賛に旨趣たしうこ。すまりがなつに育教化緑
耕地林務課林務担当（477･3111 677･6060）

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

談
相 高齢者なんでも
無料電話相談

県弁護士会「ひまわり長野」では、
日本弁護士連合会と共催で、「高齢
者なんでも無料電話相談」を行いま
す。経験豊富な弁護士が対応します。

：8月４日（木）
までの毎週木曜日
13：30～ 16：30

：無料 ：長野県弁護士会
「ひまわり長野」
（435・8501）

演
講 中信地区労働
フォーラム

若年層の早期離職は企業の採用・
教育コストの増加や人材不足を招
きます。今回は（株）コミュニケー
ションズ・アイ代表取締役の伊藤
かおる氏を講師に迎え、「若年者の
職場定着対策のポイント」と題し
て労働フォーラムを開催します。

: ６月９日（木）
14：00～ 16：00
：松筑建設会館３
階会議室（松本合
同庁舎南隣）

：無料 ： ：長野県中信労政
事務所（440・1936）
または松本市労政課
（435・6286）
※申し込み多数の場合は
先着順となります。

ぶ
学
平成 23 年度
再就職支援研修会
看護の資格を活かそう！

看護の資格を持っている方が、医療
機関などに再就職することを支援す
るための研修会です。長野県看護協
会ナースセンターと共催します。
＜プログラム内容＞医療現場の動
向、感染対策、採血静脈注射演習、
認定看護師によるスキンケア、病院
見学ほか

：６月 28日（火）
～７月１日（金）
４日間
9：00～ 12：00
：安曇野赤十字病院

：無料
※託児所「あづ
みのキッズ」の
利用を希望さ
れる場合は、安
曇野赤十字病
院看護部にお
問い合せくだ
さい。

：安曇野赤十字病院
看護部（472・３170）
：社団法人長野県看護
協会ナースセンター
（435・0067）
＜参加資格＞看護師、保
健師、助産師、准看護
師の有資格者で、再就
職を希望する者

習
講 運転免許更新
特定任意講習会

安曇野交通安全協会では、運転免許
更新者を対象に特定任意講習会を開
催します。この講習を受けると、更新
時の講習は免除されます。70歳以上
の人、更新時に70 歳になる人、行
政処分を受けている人は別講習が必
要となるため受講できません。

：６月９日（木）
受付
18：30～19：00
講習
19：00～ 21：00
：穂高会館第２会
議室

対象者：
平成 23 年６
月10日～ 12
月９日までの
間に運転免許
を更新する人
：1,700 円

：安曇野交通安全協会
（472・2263）
※運転免許証、筆記用具
を持参してください。
※おつりのないようにお
願いします。

し
催

復興支援チャリティー
コンサート

安曇野吹奏楽団では、松本市民吹
奏楽団と合同で復興支援チャリティー
コンサートを開催します。会場に募金
箱を設置し、集まった募金は社会福
祉協議会を通して被災地に送ります。

：５月 29日（日）
開場 13：00 
開演 13：30
：松本市音楽文化
ホール

：400人
：無料

：安曇野吹奏楽団
伊澤さん（462・1007）

黒坂黒太郎・矢口周美
コカリナとうたで
つぐむコンサート

東日本震災地支援チャリティーコンサ
ートです。黒坂黒太郎・矢口周美に
よるコカリナと歌のコンサートです。

：６月３日（金）
18：30～
：穂高会館講義室

：150人
：大人 2,000
円小中学生
1,000 円

：コカリナコンサート
実行委員会　栗林さん
（483・6404）

第２回
安曇野市長杯争奪
カラオケ選手権大会

安曇野市５地域より申し込みされ
た 40組によるカラオケ大会。音楽
文化と地域の交流を深めます。決
勝大会は７月に開催予定。

: ６月５日（日）
開場 11：30
開演 12：00
：穂高交流学習　
センターみらい

：160人
：500 円
※集まったお金
はすべて義援
金にさせてい
ただきます。 

：豊科フェスティバル
実行委員会　吉原さん
（450・7477）

所 定 料＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金後 な援 ど 申＝申し込み 問＝問い合わせ

ヤフードームで野球観戦（H21）

地元区民ら約 40人が参加

　穂高の等々力区（望月久義区長）では 4月 9日、連続テ
レビ小説「おひさま」の放映に併せ、区内のごみ拾いを行

いました。
　等々力区は、区内にワサビ田や万水川などの観光スポットが数多
くあり、毎年、多くの観光客で賑わいます。今回の清掃活動は、年
２回の活動に加えて実施。望月区長は、「おひさまの放映で、多くの
皆さんが訪れることが予想されますが、きれいなまちで皆さんをお
迎えしたい」と話していました。
安曇野ブランド推進室（482･3131 682･6622）
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グラフで知る
私たちの健康

参考　日本糖尿病学会編 2010 糖尿病治療ガイド

数値：平成 22 年度安曇野市国保特定健康診査
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糖
尿
病
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て
ど
ん
な
病
気
？

　

糖
尿
病
は
、
体
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ

た
栄
養
が
う
ま
く
利
用
さ
れ
ず
に
血
液
中

の
糖
分
（
血
糖
）
が
多
く
な
る
病
気
で
す
。

血
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中
の
糖
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は
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す
ぎ
る
と
血
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中
の

た
ん
ぱ
く
質
に
く
っ
つ
き
ま
す
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る
と
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来
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で
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く

な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
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管
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害
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れ
、
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ま
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ま
な
合
併
症

が
発
症
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
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尿
病

に
は
1
型
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2
型
が
あ
り
生
活
習
慣
病
の
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尿
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は
2
型
に
な
り
ま
す
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（
Ｈ
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１
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の
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果
で
す
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こ
れ
に
よ
る
と
、
糖

尿
病
予
備
群
の
人
が
約
3
割
を
占
め
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

40
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も
ご
用
心
！
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フ
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は
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糖
尿
病
の
指
標
を
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代

別
に
見
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も
の
で
す
。
年
代
が
上
が
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に

つ
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、
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備
群
や
糖
尿
病
域
の
人
が
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て
い
る
こ
と
が
わ
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り
ま
す
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歳
代
で
も

１
割
の
人
が
糖
尿
病
予
備
群
で
し
た
。糖
尿

病
は
自
覚
症
状
の
な
い
病
気
で
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ら
な
い

う
ち
に
予
備
群
か
ら
本
格
的
な
糖
尿
病
へ

移
行
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
っ
て
、
な
あ
に

Ａ
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、
自
動

車
や
工
場
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る

大
気
汚
染
物
質
が
太
陽
の
紫
外
線
を
受
け

る
こ
と
で
で
き
る
刺
激
性
の
あ
る
物
質
で

す
。
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
濃
度
が
高

く
な
る
と
空
に
白
い
モ
ヤ
が
か
か
っ
た
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
現
象
を
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
と
い
い
、
目
や
の
ど
の
痛
み
を
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
時
に
発
生
す
る
の

Ａ
春
か
ら
夏
に
掛
け
て
、
気
温
が
高

く
、
日
差
し
が
強
い
、
風
が
弱
い

な
ど
の
条
件
が
そ
ろ
う
と
、
光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
発
生
の
基
準
値
に
近
づ
き
、
注

意
報
が
発
令
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま

す
。
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
県

で
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
市
で
は
防
災
行

政
無
線
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

警
報
が
発
令
さ
れ
た
ら
ど
う
す
る
の

Ａ
風
向
き
に
配
慮
し
て
窓
を
閉
め
、

屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
控
え
ま

し
ょ
う
。
目
が
痛
む
・
チ
カ
チ
カ
す
る
、

の
ど
の
痛
み
を
感
じ
る
と
い
っ
た
時
は
、

目
を
洗
っ
た
り
う
が
い
を
し
た
り
し
ま
し

ょ
う
。
症
状
に
よ
っ
て
は
医
療
機
関
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
体
に
異
常
を
感
じ
た

人
は
左
記
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

▽
穂
高
総
合
支
所
内
生
活
環
境
課
環
境
保

　

全
係
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６
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▽
松
本
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方
事
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所
内
環
境
課
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１
９
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▽
県
環
境
部
水
大
気
環
境
課　

　

０
２
６･

２
３
５･

７
１
７
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次
号
で
は
「
糖
尿
病
の
指
標
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
（
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
）」

に
つ
い
て
詳
し
く
ご
説
明
し
ま
す
。

問
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
健
康
推
進

課
保
健
予
防
担
当

（
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０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

　昨年行われた市国保特定健康診査の結果で、３割の人
が糖尿病予備群であることが分かりました。このままの
状態で推移していくと、将来は糖尿病の人が増えること
が予想されます。市では、糖尿病の原因や検査方法など
について、全 11 回に渡りシリーズで説明します。

ごみの出し方の話

ルール違反のごみ袋に
黄色いシールが貼られます

5月29日（日）は環境美化活動の日
市では、「ゴミゼロ」の日に合わせて市内一斉清掃を行います。
ごみ拾いは誰にでもできる身近なボランティアです。ご自身の
身近な地域、自治会、企業、ボランティア団体などが実施する
清掃活動に積極的に参加しましょう。

缶やビンを混ぜたから
回収されないんだよー

ごめんなさーい。
間違えました！

ちょっと教えて！

光化学オキシダントの話

シリーズ

こんなに多い 糖尿病予備群　①

※今月の「わが家の味レシピ」はお休みしました。

糖尿病の指標（HbA1c）の結果

糖尿病の指標（HbA1c）の年代別割合

黄色いシール

数値：平成 22 年度安曇野市国保特定健康診査

　市内には、家庭ごみ・資源物を出す指定集積所が約 800
カ所あり、決められた収集日に収集運搬業者が回収してい
ます。しかし、分別ルールの守られていない物は回収す
ることができず指定集積所に残されます。これまで、残
されたごみについて「なぜ残されたか理由がわからない」
といった意見が多く寄せられました。そこで、間違えて出
した人がその内容を確認し、正しい方法で出し直しするこ
とができるよう、6 月から理由を書いた黄色いシールを貼
り、お知らせします。自分の出したごみが残されていたら、
シールの内容と「出し方の手引き」、「ごみカレンダー」を
確認し、正しい方法で出し直してください。
問各総合支所内地域支援課または
　穂高総合支所内廃棄物対策課（482･3131 682･6622）

糖尿病の疑いが否定でき
ないグレーゾーンの人

（HbA1c5.6 ～ 6.0％）

正常の範囲だが、生活に
よっては将来糖尿病を発
症するリスクが高い人

（HbA1c5.2 ～ 5.5％）



6月の予定June

	ママキッズ・ビクス	 ２日（木）	 10：15 ～ 11：00
	 育児相談	 ２日（木）	 11：00 ～ 12：00

	「パパの顔」クッキー作り	 ８日（水）	 10：00 ～
	 要予約 150 円  ※親子 24組

	 児童館祭り	 18日（土）	 10：00 ～ 13：00	 ※無料／有料の各コーナー出店あり

	食の伝統文化子ども教室	 24日（金）	 10：00 ～ 12：00
	 ～柏餅作り～ 要予約 150 円  ※親子 24組

	トイレトレーニングのお話	 29日（水）	 10：30 ～ 11：30
	おはなしムーン	 1・8日（水）	 11：00 ～ 11：20	 （読み聞かせボランティア）

９日（木）　時 13：30～16：30 ※相談時間は１人20分
場穂高総合支所　大会議室
予約・問  総務部総務課庶務係（℡71-2000・FAX71-5155）
※予約受付･･･6 月 2 日（木）9：00 ～ 12：00（受付は電話のみ）
※相談者（定員８人）は抽選で決定（先着順ではありません）

８日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）

各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

母乳・育児相談 ※母乳相談は 　時 9:30 ～ 11:00

子ども･母子家庭･女性の相談消費生活相談　時平日の8:30～17:15 ※電話相談も可。

結婚相談　　　時13：00～16：00　

介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

こころの相談

弁護士会による無料法律相談  

毎週月～土曜日 
場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX62-5721）

21日（火）問場豊科公民館教育相談室（℡72-2238・FAX62-5721）

毎週月～金曜日　
場問教育指導室（明科総合支所舎2階）（℡62-3521・FAX62-5721）

教育全般（不登校・ひきこもり・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

親の会	 時 13:00 ～ 15:00

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15

精神科医による精神保健相談 	 時 14:00 ～

自殺関連相談 こころの相談統一ダイヤル	 時 9:30 ～ 16:00

 あづみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00

精神科医による依存症相談 	 時 14:00 ～

精神保健福祉相談  ※来所は 	 時 8:30 ～ 17:15

６日（月）・★ 20日（月）　時 13：00～16：00
場堀金老人福祉センター（℡73-5288・FAX73-5775）
７日（火）・★ 21日（火）　時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
８日（水）・★ 22日（水）　時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
９日（木）・★ 23日（木）　時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
10日（金）・★ 24日（金）　時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…総務部総務課（℡71-2000・FAX71-5155）

毎週月・木曜日（第5・祝日を除く）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

３日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

平日　場問県精神保健福祉センター（専用℡0570-064556）

平日　場問県精神保健福祉センター（℡026-227-1810）

毎週水曜日　場豊科公民館
問健康推進課保健予防担当（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。1・15日は家族会を開催。

場問市地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科保健センター内）
　　（℡72-9986・FAX72-9044）
場問南部地域包括支援センター（三郷総合支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

平日　時 8：30 ～ 17：00  
場問児童保育課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）場問生活環境課消費生活係（穂高総合支所１階）

　　（℡82-3131・FAX82-6622）
　　※毎週火・木曜日の午前中、水曜日の午後は相談員が在駐
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

6 月の休日当番医 （変更になる場合があります。ご利用前に医療情報案内（70120-890-423）でご確認ください。）

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-0186
■休館日／日曜・祝日

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

★穂高西部児童館 TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

★穂高北部児童館 TEL・FAX83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

	手作りおやつ ～ぼた餅～	 ２日（木）	 10：00 ～ 12：00
	 要予約 100 円  ※親子 30組

	身体測定日 	 21日（火）	 10：00 ～ 12：00
	子育て勉強会 ～救急法～	 23日（木）	 10：30 ～ 11：30

	  要予約  ※内容：乳幼児におこりやすい事故の応急処置

	 ママ企画 ～フリーマーケット～	 25日（土）	 10：00 ～ 13：00
	 ※出店 25区画／雨天室内／子ども向けワークショップあり。

	 チャレンジクラブ 	 25日（土）	 10：30 ～ 11：30
	 要予約 100 円  ※小学生 15人

	おはなしどりぃむ（読み聞かせ）	 第1・2・3 水曜日	 11：20 ～ 11：40

	 	さわやかコンサート	 ４日（土）	 14：00 ～ 15：30
	 ※国際スズキメソードの学生による弦楽器と臼井文代のピアノコンサート

	ミニミニうんどう会	 10日（金）	 10：30 ～ 11：30
	 要申し込み 幼児 50円  

	ママキッズ・ビクス	 16日（木）	 10：15 ～ 11：00
		育児相談	 21日（火）	 11：00 ～ 12：00
	ぱくぱくらんど「さつまいもの茶巾包み」	17日（金）	 10：30 ～ 11：30

	 要予約（電話不可） 親子で100円

	子育て支援講座「乳幼児安全講習会」	 30日（木）	 10：00 ～ 11：30
	 要予約 200円（テキスト代）

	絵本・紙芝居の読み聞かせ	 毎週火曜日	 10：30 ～ 11：00

	 育児相談 	 14日（火）	 10：00 ～ 12：00
	  ※予約制（当日も可）対象：乳幼児～ 18歳　

	おはなしいっぱい	 ２日（木）・13日（月）	 11：00 ～ 11：30
	 ※自由参加　他 2回実施予定（館内掲示をご覧ください）

	 あつまれ小学生！	 11日（土）	 10：30 ～ 11：30
	 ～アイロンビーズ～ 要予約  ※ 15 名　材料費

	 おひさま農園 ※登録制	 18日（土）	 9：30 ～ 10：30

	 さくらんぼくらぶ（0歳児）
 	 ～作って遊ぼう、触れ合い、水遊び～ ※親子10組	 	７・21・28日（火）

	 いちごくらぶ（1歳児）～作って遊ぼう、水遊び～ ※親子10組	 ８・29日（水）
	 りんごくらぶ（2・3歳児）～作って遊ぼう、水遊び～ ※親子10組	９・30日（木）
	 いちご・りんごくらぶ（1～3歳児）～おやこ体操～ ※自由参加	 23日（木）

	身体測定日 	 １日（水）	 10：00 ～ 12：00
	自然に親しもう「かじかの里」	 11日（土）	 10：15 ～ 11：30

	 要予約 100 円  ※親子 20組　現地集合です。　

	キッズヘアカット①	 20日（月）	 10：15 ～ 11：30
	 要予約 100 円  ※親子 20組

	体あそびゲーム	 24日（金）	 10：15 ～ 11：30
	 要予約 100 円  ※親子 20組

	おはなしどりぃむ	 第 2・4 月曜日	 11：20 ～ 11：40	 （読み聞かせボランティア）

	体遊びゲーム	 ３日（金）	 10：30 ～ 11：30
	 要予約 100 円  ※ 20組

	おはなしどりぃむ	 10・24日（金）	 11：20 ～
	 （読み聞かせ）※自由参加　読み手：おはなしどりいむ

	身体測定日 ※自由測定	 17日（金）	 10：00 ～ 12：00
	ベビーマッサージ講座	 22日（水）	 10：30 ～ 11：30

	 要予約 300 円  ※親子 20組　講師：安曇野ハーブスクエアマネージャー牧野 静枝先生

	 育児相談 	 27日（月）	 10：30 ～ 12：00	 ※荒深たつこ先生　個別予約も可能	

	わらべ唄・手遊び ～乳幼児～	 毎週月曜日	 11：10 ～ 11：30
 ※内山房子先生　実施しない週あり

	 かしわ餅作り	 １日（水）	 15：45 ～ 16：30
	 お話玉手箱	 ８日（水）	 15：45 ～ 16：30
	 チャレラン大会 ～東京タワー・輪投げ～	22日（水）	 15：45 ～ 16：30

	 2・3 歳児…第1～4水曜日／1歳児…第1～4木曜日
	 0 歳児 …… 第1～4金曜日
	 ※内容…楽しく食育・グループ顔合わせ・ふれあい遊び・戸外遊び

	 ひまわりっ子クラブAED講習・救急法	 29日（水）	 10：00 ～ 12：00	 ※全年齢

ひまわりの日（小学生対象）　15：45～16：30

みんななかよし ※要予約　10：30 ～ 11：00

親子ふれあい広場 ※登録幼児対象　10：00～11：30

ひまわりっ子クラブ※登録児対象　10：00～12：00

	育児相談 ※小川原相談員	 10日（金）	 10：30 ～ 12：00
	 野外活動 ※小学生対象	 11日（土）	 9：00 ～ 16：30
	 ～飯ごう炊さん・カレー作り・野外遊び～  要予約 500 円  ※ 5/21 まで

	キッズ＆マミーリユーズ広場	 21日（火）	 11：00 ～ 11：30
		パソコンの日	 25日（土）	 10：00 ～ 12：00
	読み聞かせ 	 毎週月曜日	 11：00 ～ 11：30

	 運動遊び     ３ 日（金）／親子のふれあい遊び  17 日（金）
	 リズム遊び  24 日（金）

	 1歳以上児…７・21日（火）／2歳半以上児…９・23日（木）

２日㈭･16日㈭ 場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
７日㈫･21日㈫ 場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
８日㈬･25日㈬ 場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
９日㈭･23日㈭ 場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
14日㈫･28日㈫ 場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

教育に関する相談

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00

14日（火）場問中間教室ねむの木（新田神社南奥）（℡・FAX73-1624）
中間教室ねむの木 親の会	 時 13:00 ～ 15:00

児童館の予定 育児相談は右頁参照　　 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費
※豊科・穂高地域の児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

スクスク広場（子育て勉強会）参加親子募集！
　「乳児食・栄養について」をテーマに、小松成江栄養士のお話を聞きます。

■日時：6/15（水）10：30 ～ 11：30　■場所：豊科ささえあいセ
ンター　■対象：０～３歳くらいの親子 15 組程度（託児あり）
■申し込み：5/30（月）以降に、豊科中央児童館へ。

いっしょにあそぼう 　11：00～11：30

2425 広報あづみの　2011.5.25 2011.5.25　広報あづみの

３日（金）　場穂高会館	 ６日（月）　場明科総合支所
７日（火）　場豊科公民館	 ８日（水）　場三郷公民館
９日（木）　場堀金総合支所

人権相談所 時10：00 ～ 15：00
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

５日㈰場問豊科老人福祉センター	 （℡73-7143・FAX73-7147）
12日㈰場問穂高地域福祉センター	 （℡82-2940・FAX82-9621）
19日㈰場問三郷福祉センター	 （℡77-8080・FAX77-8081）

5日 ( 日 ) 12日 ( 日 ) 19日 ( 日 ) 26日 ( 日 )
宮 澤 医 院

62-2052［明科］
や ざ き 診 療 所

62-2360［明科］
平 林 医 院

62-2227［明科］
こ ば や し 内 科 ク リ ニ ッ ク

71-1117［豊科］
神 谷 小 児 科 医 院

72-5162 ［豊科］
根 津 内 科 医 院

82-8382 ［穂高］
高 橋 医 院

82-2561 ［穂高］
中 田 医 院

82-2339 ［穂高］
丸 山 内 科 ク リ ニ ッ ク

72-6188［豊科］
鶴 見 医 院

72-4500［豊科］
山 田 医 院

72-3207［豊科］
米 倉 医 院

72-2354［堀金］
市 川 歯 科 医 院

72-2116 ［豊科］
上 月 歯 科 医 院

82-7530 ［穂高］
土 居 歯 科 医 院

72-2462 ［豊科］
か え で 歯 科 医 院

82-4105 ［穂高］
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平林丈明さん（穂高有明）
3.14 ～ 15災害救援物資輸送（第 1次）
で岩手県遠野市への灯油輸送に従事。
ＪＡあづみ灯油配送センター勤務。

松澤幸宏さん（堀金烏川）
3.18 ～ 19 遠野市への災害救援物
資輸送（第 2次）に会社の 4人と
共に従事。
有限会社　郷美興業勤務。

藤原陽子保健師　4.8 ～ 14
松本市・塩尻市・安曇野市
の合同チームの 1人として
岩手県陸前高田市竹駒地区
において保健師活動に従事。
（明科保健センター勤務）

それぞれが連携して

4.28えんがわ・ネットによるワークショッ
プ　市内ボランティアやＮＰＯ、社会福
祉協議会、市などが情報を交換した。「し
て欲しい支援とできる支援をどうつない
で行くかが課題」などと活発な意見が出
されました。

　市内で活動するボランティアやＮＰＯ、市民活動団体などが参加しているネッ
トワーク、「えんがわ・ネット」は 4月 28日、被災地ボランティアとして活動し
た人や、現在被災者を受け入れている人などから話を聞きながら、「今、何ができ
るのか」「これから、何をすべきなのか」を考えるワークショップを開きました。
　被災地で実際にボランティア活動をしてきた人からは、「圧倒的に人手が足りな
い」「色んなボランティアの仕方がある」「今後はきめ細かい活動が必要」などと
報告され、「今後、それぞれが連携しながら長く支援を続けていく事が大切」とし、
事務局の市社会福祉協議会からは、「ボランティアの情報提供や保険の手続きな
ど、まずは相談して欲しい」と話がありました。

ら
か
生
発
災
震

2

市の被災地支援状況　5月 12 日現在
◇義援金受付　36,682,166 円
◇避難者の受入状況　6世帯　20 人
◇住宅の提供　　　　36 件受付
◇就労情報の提供　　 4件受付
◇市拠出義援金　　　2,000 万円（岩手、福島、
宮城の 3県へ 1,500 万円、友好都市などへ 500 万円）

【関連情報】（13・19ページ）
被災市町村から避難されている皆様へ

5/2 ～ 7岩手県大槌町
現地でのボランティア活動
に市内から 26人が参加
安曇野市社会福祉協議会が
募集して実施

4/16 ～ 5/22 宮城県東松島市
職員のべ 4人
自治労復興支援活動
（行政事務支援、復興作業等、）以後継続

4/15 岩手県遠野市
市長ほか職員 3人訪問
義援金 226万円
（市から 100万円、
職員から 126万円）

4/15 宮城県多賀城市
市長ほか職員 3人訪問
義援金 100万円

4/20 長野県栄村
副市長ほか職員 2人訪問
義援金 200万円

5/9、10 福島県郡山市、南相馬
市　市長ほか職員 3人訪問
南相馬市へ義援金 100万円

4/8 ～ 14岩手県陸前高田市
保健師 1人　災害派遣によ
る松本市・塩尻市・安曇野
市合同チーム（保健師活動、
5/12 以降も派遣）

4/30 ～ 7/31 福島県郡山市
（富岡町役場機能移転先）
職員のべ 26人
全国市長会職員災害派遣
（行政事務支援等）

4/5 ～ 12宮城県多賀城市
水道関係職員 4人
長野県第 5次派遣部隊
（給水活動）

～～～電力消費を抑えよう～～～
この夏、東日本大震災や浜岡原子力発電所停止の影響で電力

不足が懸念されています。例年夏に電力消費のピークを迎える
ことから、市民・事業者・行政が一体となって節電に取り組み
ましょう。
●節電のためのアクション
□ 冷房時のエアコンの設定温度は 28℃を目安に
□ 身の周りの余分な照明を消す
□ 使わないときは電化製品の主電源を切る。コンセントのプラ
グを抜く

□ 冷蔵庫に物を詰め過ぎない。設定温度は弱める
□ 洗濯物はまとめ洗いする
□ 乾燥機や電気便座は極力使わない
・・・それぞれの工夫により、節電に取り組みましょう！
皆さん一人一人の節電アクションが、大きなうねりとなり、電
力消費をおさえることに繋がります。
生活環境課環境保全係　482・3131 682・6622

がんばろう日本

～被災地への支援に赴いて

Report　東日本大震災、長野県北部地震関連
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2011.5.1現在　（ ）内は対前月比

人口	 99,296人（	－16）

	 男	 48,163人（	 －4）

	 女	 51,133人（	－12）

世帯	 37,175世帯（	＋50）

古紙を配合した再生紙、
環境に優しい大豆油インクを使用しています。
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●
交
差
点
で
直
進
し
て
く
る
対
向
車
が

接
近
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

右
折
を
行
う
。

●
対
向
車
が
左
折
す
る
隙
を
見
て
、
ほ

ぼ
同
時
に
右
折
を
行
う
。

●
信
号
が
青
に
な
る
直
前
、
全
赤
時
に

発
進
し
て
右
折
す
る
。

●
ウ
イ
ン
カ
ー
を
出
さ
ず
、
後
続
車
を

確
認
し
な
い
ま
ま
右
左
折
や
車
線
変

更
を
す
る
。

●
脇
道
か
ら
右
折
す
る
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れ
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右
折
待
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を
す

る
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行
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り

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

そ
の
走
り
方
は
危
険
で
す
よ
！

「
松
本
走
り
」（
ま
つ
も
と
ば
し
り
）
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
す
か
。
安
曇
野
市

内
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
自
動
車
を
運
転
す
る
時
の
悪
い
習
慣
で
す
。
マ
ナ
ー
違
反

で
も
あ
る
こ
の
運
転
方
法
を
改
め
、
危
険
行
為
は
止
め
ま
し
ょ
う
。
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交通安全人形


